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	会　長　委員の皆様ご苦労様です。
　　　　現在の出席委員１７人、全員であります。

よって、定足数に達しておりますので、只今から、平成２８年第１０回農業委員会

を開会いたします。

会　長  会議規則第４条に基づき、会議の議長を務めさせていただきます。
　　　　それでは会議を開きます。

議　長　本日の議事日程につきましては、配布しました会議次第のとおりです。

　　　　直ちに議事に入ります。

議　長　日程第１  議事録署名委員を定めることについてを上程し議題とします。
議事録署名委員は二名とし、議長において指名することにご異議ありませんか。

（異議なしの声）
議　長　ご異議なしと認め、十番武藤委員、十一番橋本委員を指名します。


	議　長　日程第２　議案第３８号　農地法第５条の規定による許可申請についてを上程し、議題といたします。

１から３番の案件について事務局より説明をお願いします

事務局　今月の５条許可申請は７件です。
【議案書を朗読し、案内図により申請地の説明】

1番の譲受人は、申請地のすぐ南側の住宅に住んでおり、大雪の時に屋根に積もった雪が北側の隣地へ落ちたことがあります。そのために宅地拡張をする申請です。現在の宅地面積は671.08㎡あり、幅約1ｍ、長さ約28ｍの30㎡を拡張する内容です。

一団の農地面積が約8haであり、農地区分は２種農地と判断しました。14日に現地確認したところ、特に問題はありません。
２番の譲受人は、父の経営する会社所有の入間市のマンションを借りて、家族3人で住んでいます。手狭になってきてため、戸建ての住宅を所望しています。

坂戸市内の実家で生まれ育ったため、愛着もあります。親に子供の面倒をみて貰えるので、また親も孫の面倒をみたいために、実家に近くの申請地を親から譲り受けて一戸建て住宅を建てる申請です。勤務先は狭山市内で、現在の居住地と比べると遠くなりますが、車で1時間程度で通勤できます。

一団の農地面積が概ね5haであり、農地区分は２種農地と判断しました。14日に現地確認したところ、特に問題はありません。

  ３番の譲受人は、鶴ヶ島市内の賃貸アパートに家族3人で住んでいます。手狭になってきたため、戸建ての住宅を要望しています。

勤務先がさいたま市内で、現在の住居よりやや近くなり、車での通勤が可能です。

妻の両親が高齢であり介護をするために、鶴ヶ島市の実家から距離が1.6ｋｍの申請地を選定しました。

一団の農地面積は1番と同様に約8haであり、農地区分は２種農地と判断しました。14日に現地確認したところ、特に問題はありません。
議　長　事務局の説明が終わりました。

　　　　議席６番三芳野地区担当委員より補足説明をお願いします。

補足説明　（パワーポイントで申請地の写真をスクリーンに映しての説明）

議席６番  １番については、屋根を見てのとおり、雪が降ると塀から外へ出るようです。今回、隣地に家が建つということで、迷惑が掛からないように、雪が落ちる面積だけ取得するものです。
　　　　　２番の譲受人は譲渡人の子で、親に子供の面倒を見て貰うために、実家から近くの申請地に家を建てる内容です。
３番の申請地の周辺には住宅が多く、住宅に囲まれた申請地です。農地転用して住宅になっても周囲に迷惑が掛からないと判断しております。
小委員会で協議した結果は、いずれもやむを得ないとの結論になりましたので、皆様のご審議をお願いします。

議　長　議案の説明が終わりましたので、ご質疑等があればお願いします。

議席３番　１番と３番の案件について確認ですが、現在住んでいる人が、雪が落ちて迷惑がかからないようにするために、隣の農地に敷地拡張してブロック塀を建てるということでしょうか。

議席６番  そのとおりです。
議　長　４～７番の案件について、事務局より説明をお願いします。

事務局　４番の議案は先月取下げしました案件で、書類が整いましたので、今月の議案と致しました。

４番の譲受人は、滑川町の賃貸アパートに家族3人で住んでいます。手狭になってきたため、戸建ての住宅を要望しています。勤務先が寄居町で、現在の住居より遠くなりますが、車で１時間程度と通勤が可能です。

妻の実家の隣の申請地を叔父から借り受けて一戸建て住宅を建てる申請です。親に子供の面倒をみて貰えるので、この申請地を選定しました。

一団の農地面積が約5haであり、農地区分は２種農地と判断しました。14日に現地確認したところ、特に問題はありません。

５番の譲受人は、鶴ヶ島市内に居住しておりましたが、１年前に離婚し単身で市内のワンルームマンションに住んでいます。家財道具も、仏壇も倉庫に預けています。離婚をきっかけに東京都内に住んでいる子が、同居するために12月までに坂戸市内に戻ってくることになりました。狭いため、戸建て住宅を所望しています。

子ともども懇意にしている妹が坂戸市内に住んでおり、妹の家と鶴ヶ島市内の両親の墓がある寺とのほぼ中間にあたる申請地を選定しました。

一団の農地面積が概ね6haであり、農地区分は２種農地と判断しました。14日に現地確認したところ、特に問題はありません。

６番の譲受人は、毛呂山町内の父の所有する家に夫婦と子供3人と父と弟の家族7人で住んでいます。この家で塗装業を営んでおり、その家業を手伝っています。弟に気遣いしたり、車の出入りで子供には危険であるため、住宅を必要としています。

現在の家兼仕事場から約2.5ｋｍの申請地を譲り受けて、自己用住宅を建てる申請です。車で10分以内に行けるので、通勤も問題ありません。妻は日高市の保育園に勤務しており、現在は産休中です。現在の家とあまり変わらずに通勤ができます。

また申請地の近くに保育園、小学校、学童保育所があり、共働き世帯にとって、子育てしやすい環境が揃っております。

一団の農地面積が概ね8.5haであり、農地区分は２種農地と判断しました。14日に現地確認したところ、草が伸びていたために23日までに草刈りをするよう指導しました。

７番の譲受人は、坂戸市内に所有する家に家族6人で住んいでます。敷地面積が84.77㎡(25.7坪)、延床面積63.75㎡(19.3坪)と狭いため、広い住宅を所望しています。現在の住居から1.8ｋｍの場所で、子供が喘息のため自然環境の残っている申請地を譲り受けて、自己用住宅を建てる申請です。

勤務先は川越市内で、申請地からの距離が約18ｋｍ、車で40分程度で現在の住居と変わらずに通勤可能です。妻の勤務先は鶴ヶ島市内で、申請地からの距離が約7ｋｍ、車で15分程度です。

一団の農地面積が概ね6haであり、農地区分は２種農地と判断しました。14日に現地確認したところ、特に問題はありません。
議　長　事務局の説明が終わりました。担当地区より補足説明をお願いします。

　　　　４、５番について、議席１番勝呂地区担当委員、６番については、議席２番入西地区担当委員、７番については、議席１７番入西地区担当委員よりお願いします。
補足説明　（パワーポイントで申請地の写真をスクリーンに映しての説明）

議席１番　４番の案件は、先月取り下げた案件でして、譲受人の奥様の実家が近隣にあり、申請地は奥様の叔父の土地です。この土地を借り受けて家を建てたいということですが、申請地の周囲に学校等があり、子育てに適切であるので選んだとのことです。
　　　　５番については、申請地の周りは家が建っており、申請地の隣も今家を作っている状態です。事務局の説明のとおり、譲受人は離婚後一人で暮らしており、子と同居するにあたり現在の住居では手狭であることが、申請の理由です。また、両親のお墓にも通える場所としてこの地を選定しました。
　　　　いずれの案件も、小委員会ではやむを得ないとの結論に至りましたので、皆様のご審議をお願いします。

議席２番　６番についてですが、申請地は新堀の集落内にあり、以前申請のあった場所の隣です。写真では草が生えておりますが、ここに来る前に確認したところ、草は綺麗に刈られておりました。
　　　　譲受人は、現在の住居が手狭であることと、子育てに環境の良い所としてこの地を選定したことが申請の理由です。小委員会ではやむを得ないとの結論になりましたので、皆様のご審議をお願いします。
議席17番　７番について説明します。申請地は、先月申請のあった場所の隣地です。譲受人は市内に住んでおり、手狭であるであることと、申請地の近隣に友人が住んでいることが申請の理由です。小委員会で審議したところ、やむを得ないとの結論ですので、皆様のご審議をお願いします。
議　長　議案の説明が終わりましたので、ご質疑等があればお願いします。

議席３番　５番についてですが、申請地の手前の雑種地も譲受人が購入するのですか。
事務局　雑種地が３筆あり、申請地と一体利用で３９０㎡とし、自己用住宅を建てる申請です。
議席３番　その場所の地目が雑種地になっている経緯を教えてください。

事務局　駐車場として農地転用の許可を受けたと思います。

議席１番　工業団地の従業員の駐車場として使われていましたが、今は地権者に返された場所です。
議席14番　５番の案件ですが、親子で別の場所に住んでいるようですが、その事情は何ですか。
事務局　以前は鶴ヶ島市に住んでいましたが、譲受人は離婚により生活家財が付いているワンルームマンションに越しました。申請地には、譲受人と子が住む予定です。

議　長　 日程第３　議案第３９号　農地法第５条の規定による許可後の計画変更についてを上程し、議題といたします。

　　　　事務局より説明をお願いします。

事務局　５条許可後の計画変更申請は１件です。

【議案書を朗読し、案内図により申請地の説明】

当初事業計画者は離婚のため、建物を建てる必要がなくなり、宅地造成が終わったところで、承継者に譲り渡す申請です。なお、計画変更が承認されれば、承継者から5条の許可申請が提出される予定です。

一団の農地面積が8.5haであり、農地区分は２種農地と判断しました。14日に現地確認したところ、草が伸びていたために23日までに草刈りをするよう指導しました。
議　長　事務局の説明が終わりました。

　　　　議席２番入西地区担当委員より、補足説明をお願いします。

補足説明　（パワーポイントで申請地の写真をスクリーンに映しての説明）

議席２番　事務局の説明のとおり、当初事業計画者の家庭の事情により、同じ地区内に住む承継者に譲るための変更申請です。
　　　　現地は旗竿上の宅地であり、同じ場所で何件も転用の申請があったため、旗竿が何本も重なり大通りとなっています。写真では草が生えておりますが、現在は草が刈られております。

　　　　小委員会では、やむを得ないとの結論に至りましたので、ご審議の程よろしくお願いします。
議　長　議案の説明が終わりましたが、ご質疑等があればお願いします。

　　　　（質疑なしの声）
議　長　 日程第４　議案第４０号　農用地利用集積計画（案）については、坂戸市農業委員会会議規則第１０条の規定による議事参与の制限に該当します。

　　　　該当する１６番森田委員には一時退席をお願いします。

議　長　暫時休憩します。

（森田委員退席）

議　長　再開します。

議　長　日程第４　議案４０号 農用地利用集積計画（案）についてを上程し、議題とします。

事務局より説明をお願いします。
事務局　農地利用集積計画（案）について説明いたします。

【議案を朗読】
訂正箇所が２箇所あります。Ｐ１４の２の①のH28.9.1をH28.10.1に、③のH28.10.1をH28.11.1に訂正してください。

１の更新・新規の状況ですが、今月は、新規の申出が、２件、筆数２筆、面積１，８２４㎡となりました。

２の利用集積面積は、平成２８年１０月１日設定後の利用集積面積が、１８４万７，０３５．３３㎡であり、今回の設定面積、１，８２４㎡を加えることにより、１１月１日設定後の面積が、１８４万８，８５９，３３㎡（約１８５ｈａ）となります。

次ページに、利用集積計画の個々の内容がございます。

１番は、紺屋の借受人が同じく紺屋の貸付人から、紺屋地内の畑を使用貸借により借り受けるもので、作付計画は、野菜となっております。

２番は、石井の借受人が石井の貸付人から、片柳地内の田を使用貸借により借り受けるもので、作付計画は水稲となっております。

いずれも、全部耕作、常時従事等の農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていると考えます。

以上で説明を終わります。
議　長　事務局の説明が終わりました。

　　　　質疑等がありましたらお願いします。

（質疑なし）

議　長　 暫時休憩します。

（森田委員着席）

議　長　 再開します。
議　長　 これよりそれぞれの議案について、審査を行います。全体をとおして何か意見

　　　　はございますか。

　　　　 （意見なしの声）

議　長　 議案第３８号、農地法第５条の規定による許可申請については、許可相当と決定いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

　　　　

（異議なしの声）

議　長　 ご異議なしと認めます。

　　　　 よって、議案３８号は、許可相当と決定いたします。

議　長　 議案第３９号、農地法第５条の規定による許可後の計画変更申請については、承認相当と決定いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（異議なしの声）

議　長　 ご異議なしと認めます。

　　　　 よって議案第３９号は、承認相当と決定いたします。

議　長　 議案第４０号、農用地利用集積計画（案）については、坂戸市農業委員会会議規則第１０条の規定による議事参与の制限に該当します。

　　　　 該当する１６番森田委員には、一時退席をお願いします。

議　長　 暫時休憩します。

（森田委員退席）

議　長　 再開します。

議　長　 議案第４０号、農用地利用集積計画（案）については、原案のとおり決定いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（異議なしの声）

議　長　 ご異議なしと認めます。

　　　　 よって議案第４０号は、原案のとおり決定いたします。

　

議　長　 暫時休憩します。

（森田委員着席）

議　長　 再開します。
　　　　
議　長　日程第５　報告第１２号　専決処分の報告について、事務局より説明してください。

事務局　９月の農地法第３条の３第１項の届出は３件です。いずれも、届出人が相続により所有権を取得したものです。
９月の農地法第４条第１項第７号の届出は２件です。いずれも届出人が、自ら所有する農地を転用するために届け出たもので、転用目的は駐車場となっております。

９月の農地法第５条第１項第６号の届出は５件です。いずれも区画整理地内の農地であり、仮換地が指定され、所有権移転を伴う転用の届出となっております

１番と３から５番の転用目的は、自己用住宅であり、２番は建売住宅となっております。
議　長　事務局の説明が終わりました。

　　　　ご質問はございますか。

（質問なしの声）
議　長　特にないようですので、議事については以上で終了いたします。

議　長　次に次第４のその他について、委員の皆様から何かございましたらお願いします。

（なしの声）
議　長　以上で、平成２８年第１０回坂戸市農業委員会を閉会させていただきます。
　　　　閉会に当たり、ご挨拶を申し上げます。

（議長あいさつ）
　上記会議の顛末に相違ないことを証するためここに署名捺印する。

　　　　平成２８年１０月２５日
    坂 戸 市 農 業 委 員 会

                                    会    長　
                                    署名委員　
署名委員  
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